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本田道夫先生，髙木文夫先生は，2014（平成26）年3月31日をもって，本

経済学部を定年により退職されました。香川大学経済学会では，両先生より

賜った学恩に対して，敬意と感謝の意を表するため，本号を両先生の退職記念

号とし，ここに謹んで両先生に献呈いたします。

本田道夫先生は，香川大学にご着任以来，38年間にわたり，情報科学・計

算機科学の分野で教育研究に携わってこられました。香川大学は，本田先生の

在任中の多大なるご功績に対し，本年4月に香川大学名誉教授の称号をお贈り

しました。

本田先生は，1948（昭和23）年8月に香川県豊中町でお生まれになり，香

川県立丸亀高等学校を経て，1967（昭和42）年4月に京都大学理学部に入学

されました。そして，1971（昭和46）年3月に同学部を卒業後，同年4月に

京都大学大学院理学研究科修士課程に進学されました。1973（昭和48）年3

月に同修士課程を修了された後，同年4月に三菱電機株式会社に入社，中央研

究所に勤務されました。三菱電機株式会社での3年間の勤務の後，1976（昭和

51）年4月に香川大学助手経済学部に採用されました。経済学部において，

1977（昭和52）年に講師，1980（昭和55）年に助教授，1991（平成3）年に

教授に昇任されました。

この間，全学および学部の情報教育において多大な貢献をいただきました。

経済学部において，管理科学科，情報管理学科そして経済学科と所属が変わる

中で，「情報科学総論」「知識処理」「データベース」などの情報科学・計算機

科学関連の講義を担当されるとともに，コンピュータやその応用に関心のある



多くの学生を演習生として受け入れ，教育してこられました。先見的な観点か

ら社会科学と情報技術を融合した形で教育を受けた演習生が，情報処理の重要

性や必要性が急増する社会に巣立ち，社会における情報進展の礎や潤滑油とし

て活躍しています。

本田先生の主な研究分野は，情報科学・計算機科学関連であり，コンピュー

タ利用・プログラミングに関する研究，コンピュータによる言語表記システム

の構築，総合情報センター利用におけるセキュリティや利用利便性の向上を目

的とした研究，情報教育に関する研究，コンピュータによる文字表示システム，

また，他の研究者との共同による社会科学的分野との境界領域とも言える流通

市場の情報伝達や効率化に関する研究，などと広範囲に渡っています。本田先

生の研究における方向性は，初期の段階においては，パーソナルコンピュータ

自体が黎明期であったこともあり，大型，中型のコンピュータを使用した理論

的側面からの研究が中心であり，LISPや IOTAといったプログラム言語を用

いた人工知能の研究にありましたが，コンピュータ自体の発展，小型化，大衆

化にともなって，コンピュータとのヒューマンインターフェイスの側面にも重

点を置かれるようになり，それらの分野及び隣接する社会科学との関連分野で

業績を残され，コンピュータ利用環境の構築や改善に大きく貢献されました。

管理運営面では，1998（平成10）年度，2001（平成13）年度の2回にわた

り経済学部情報管理学科長を務められるとともに，1994（平成6）～1997（平

成9）年度まで2期4年間，情報処理センター長として，2011（平成23）年

10月～2013（平成25）年9月まで1期2年間，図書館・情報機構総合情報セ

ンター長として，香川大学の情報機器や教育環境の構築，改善及び整備に関

し，多大な業績を残されました。

社会貢献面においても，1993（平成5）年度に教科用図書検定調査審議会調

査員を務められるなど，専門分野に限らず，広範囲において地域社会の発展に

尽くされました。
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髙木文夫先生は，香川大学にご着任以来，38年間にわたりドイツ文学およ

びドイツ文化の分野で教育研究に携わってこられました。香川大学は，髙木先

生の在任中の多大なるご功績に対し，本年4月に香川大学名誉教授の称号をお

贈りしました。

髙木先生は，1949（昭和24）年2月に山口県でお生まれになり，野田学園

高等学校を経て，1968（昭和43）年4月に山口大学文理学部に入学されまし

た。そして，1973（昭和48）年3月に同学部を卒業，同年4月に九州大学大

学院文学研究科修士課程に進学され，1975（昭和50）年3月に同修士課程を

修了，同年4月に同博士課程に進学されました。翌1976（昭和51）年3月に

同博士課程を1年次単位取得退学された後，同年4月に香川大学助手教育学部

に採用されました。香川大学教育学部では，1978（昭和53）年に講師，1980

（昭和55）年に助教授に昇任され，1990（平成2）年9月から1年間，ドイ

ツ連邦共和国フンボルト大学（ベルリン）での研修を経て，1995（平成7）年

4月の大学改組により，経済学部に配置換えとなり，経済学部において1997

（平成9）年に教授に昇任されました。

この間，教育学部において19年，経済学部において19年，合わせて38年

間にわたり，全学共通科目の「ドイツ語」，学部専門科目の「現代ドイツ研究」

「ヨーロッパ文化論」等の教育において多大なるご貢献をいただきました。と

りわけ，経済学部の国際交流の分野では，髙木先生の存在なしには，これまで

の成果は決して成し得なかったと言っても過言ではありません。ドイツのライ

ンマイン大学およびボン＝ライン＝ズィーク大学との提携・交流を主導され，

多くの学生を迎え入れ，また送り出されました。海外研修でも毎年両大学へ学

生を引率されました。髙木先生のお人柄に触れてドイツに興味を引かれ，ドイ

ツが好きになった学生も多くいることでしょう。

髙木先生の主な研究テーマは，1848年革命とドイツ文学との関連であり，

その観点から，19世紀のドイツの作家および作品について分析を行ってこら

れました。研究対象として，ハインリヒ・ハイネやテオドール・シュトルムな

どを取り上げられ，そうした作家の作品の翻訳も数多く手がけられています。
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近年では，特にゲオルク・ヴェールトに関する論考を多く公刊されています。

“Georg Weerth und die englischen Arbeiter”（「ゲオルク・ヴェールトとイギリ

スの労働者たち」）と題したドイツ語での論文は，2006年8月31日にソウル

国立大学でのアジア・ゲルマニスト会議で髙木先生が行われた発表に基づいた

ものです。ヴェールトはマルクスやエンゲルスの盟友で，当時は社会活動家と

して知られ，『新ライン新聞』などで健筆を振るっていましたが，詩人として

はあまり知られていない人物です。髙木先生は，日本で数少ないヴェールト研

究者として，その作品および思想の解説・紹介に努められました。

管理運営面では，2005（平成17）年度，経済学部地域社会システム学科長，

2008（平成20）～2011（平成23）年度，教育・学生支援機構大学教育開発セン

ター外国語教育部長を2期4年間，2011（平成23）年度，アーツ・サイエン

ス研究院選出の大学教育研究評議会評議員，2012（平成24）年度，インター

ナショナルオフィス会議委員として，指導的な立場で大きく貢献されました。

社会貢献面においても，香川国際交流会館（アイパル香川）で，一般社会人

向けのドイツ語講座を長年にわたり担当されるなど，地域における EU，ドイ

ツ文化の普及活動に指導的役割を果たしてこられました。

以上のように，本学の研究・教育・社会貢献・管理運営の活動に多大なご貢

献をいただいた両先生を，定年退職とはいえ，失うことは誠に残念でなりませ

ん。在職中にそれぞれの分野であげてこられた業績からすれば，退職されてか

らも先生方には地域をはじめ様々な方面から要請があることは間違いありませ

ん。引き続きのご活躍，ご健勝を祈念いたしますとともに，私ども後輩のため

に，今後とも，ご指導，ご鞭撻下さいますよう宜しくお願い申し上げます。
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